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人　口7,489人（前月比－14）
〈男3,624人　女3,865人〉

世帯数2,734戸 （前月比－5）
出生数2人 （男1・女1）
死亡数7人 （男5・女2）

6月1日の人口動態
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《協議第６４号》保健衛生事業の取扱いについて　
１　乳幼児医療費支給は、鴨川市の例により、新市に引き継ぐ。【両市町・有】

２　はり、きゅう、マッサージ施術利用助成は、鴨川市の例により、合併時までに調整する。【両市町・有】

３　各種検診事業は、鴨川市の例により、新市に引き継ぐ。ただし、個人負担金については、近隣市町村の例を基に合併時ま

でに調整する。【両市町・有】

４　就学時健康診断は、鴨川市の例により、新市に引き継ぐ。ただし、実施箇所は、各市町１か所とする。

５　児童・生徒健康診断は、本町の例により、新市に引き継ぐ。【両市町・有】

《協議第６５号》社会教育事業の取扱いについて　
１　社会教育委員は、現行どおり新市に引き継ぐ。ただし、委員の定数等は、合併時までに調整する。【両市町・有】
２　社会教育指導員は、現行どおり新市に引き継ぐ。ただし、指導員の定数等は、合併時までに調整する。【両市町・有】
３　体育指導委員は、現行どおり新市に引き継ぐ。ただし、委員の定数等は、合併時までに調整する。【両市町・有】
４　公民館等は、次のとおり取り扱うものとする。
（１）公民館等は、現行どおり新市に引き継ぐ。ただし、休館日については、合併時までに調整する。【公民館：鴨川市・

１０、本町・１、市町コミセン：鴨川市なし・本町１】
（２）本町の公民館運営審議会は廃止し、その職務は、新市の社会教育委員の会議において行う。

《協議第６６号》介護保険事業の取扱いについて　　
１　介護保険事業計画は、両市町の計画をもって新市の事業計画として取り扱うこととする。【両市町・有】
２　介護保険運営協議会等は、鴨川市の例により、合併時までに調整する。【両市町・有】
３　介護認定審査会は、鴨川市の例により、合併時までに調整する。【鴨川市・単独設置、本町・５町共同設置】
４　介護保険料は、鴨川市の例により、合併時までに調整する。【第1号被保険者保険料基準年額：鴨川市・36,400円、本
町・37,200円】

《協議第６７号》高齢者福祉事業の取扱いについて　　
１　敬老祝い品贈呈事業は、鴨川市の例により、合併時までに調整する。【両市町・有】
２　敬老演芸会事業は、鴨川市の例により、合併時までに調整する。【両市町・有】
３　敬老祝い金贈呈事業は、実施しないこととする。【鴨川市・H８年度で廃止、本町・H１６年度で廃止】

《協議第６８号》保育事業の取扱いについて　　
１　保育所は、現行どおり新市に引き継ぐ。【鴨川市・１０か所、本町・２か所】
２　保育時間および休日については、現行どおり新市に引き継ぐ。
３　一時保育事業は、鴨川市の例により、新市に引き継ぐ。【鴨川市・有、本町・無】
４　保育料は、各階層区分の両市町の額のいずれか低い額とする。

《協議第６９号》コミュニティ施策の取扱いについて　　
１　本町の集会施設は、現行どおり新市に引き継ぐ。ただし、新市において５年以内を目途に、施設に係る取扱いについて調
整する。
２　本町の青年館は、現行どおり新市に引き継ぐ。ただし、新市において５年以内を目途に、施設に係る取扱いを調整する。

《協議第７０号》その他の事務事業の取扱いについて　　
１　総合計画については、合併後に新たに策定する。【両市町・有】
２　指定金融機関【両市町・各１有】は、本町の例により、合併時までに調整する。収納代理金融機関【鴨川市・１１件、本
町・７件】は、現行どおり新市に引き継ぐ。

《協議第７１号》新市建設計画案の修正について　　
協議第23 号（新市建設計画案（第１章から第３章まで）について）、協議第33 号（新市建設計画案（第４章）について）、
協議第43 号（新市建設計画案（第５章及び第６章並びに第８章、第９章及び資料）について）並びに協議第60 号（新市建
設計画案（第７章）について）を修正し、このことを受けた「鴨川市・天津小湊町新市まちづくり計画」を決定する。

■第１５回会議【６月９日（水）鴨川市役所４階大会議室】
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鴨川市・天津小湊町 

だ よ りだ よ り

鴨川市
・天津小湊町鴨川市
・天津小湊町

合 併 合 併 

《報告第３５号》鴨川市・天津小湊町合併協議会委員の変更について

■第１４回会議　【５月２６日（水）鴨川市役所４階大会議室】

報　　告

同　　意

鴨川市・天津小湊町合併協議会で報告、協議された概要をお知らせします。《速報》
（詳細は別途発行の協議会だよりをご覧ください）

《報告第３６号》鴨川市・天津小湊町合併協議会監査委員の解職について
鴨川市監査委員の任期満了により、委嘱を解く。鴨川市代表監査委員川名武（平成１６年５月１４日付）

《同意第２号》鴨川市・天津小湊町合併協議会監査委員の委嘱について　
鴨川市の監査委員就任により、委嘱。鴨川市代表監査委員�梨政道

鴨川市助役、収入役、任期満了に伴い改めて合併協議会委員委嘱。

鴨川市助役速水伸雄、鴨川市収入役西宮秀夫

《協議第５０号の２》協議第５０号（学校給食事業の取扱いについて）の修正について　　
第13回会議での継続協議となった調整方針を修正し、次のとおりとする。

１ 学校給食センター設置および管理運営については、次のとおりとする。

（１）学校給食センター【両市町・有】については、合併時に統合する。

（２）調理場の統合は、平成１９年４月１日実施を目標に調整する。【鴨川市・１か所、本町・２か所】

（３）運営委員会の定数等については、合併時までに調整する。【両市町・有】

２　学校給食費及びその集金方法については、鴨川市の例により、合併時までに調整する。【鴨川市・口座振替又は集金袋に

よる現金集金、本町・毎月集金日に給食センターから出向き学校ごとに立会い確認で受領】

協議事項

《協議第６２号》農業委員会の委員の定数及び任期の取扱いについて
１　両市町の農業委員会の選挙による委員26人は、合併の特例に関する法律の規定を適用し、合併後６か月間、引き続き新
市の農業委員会の選挙による委員として在任する。
２　新市後の選挙による委員定数は、11 人とする。
３　新市後の選挙による委員の選挙は、農業委員会の区域を分けて２つの選挙区を設ける。この場合の選挙区の区域および選
挙区ごとの委員の数は、天津小湊地区および鴨川地区５人、長狭地区および江見地区６人とする。

《協議第６３号》消防防災事業の取扱いについて
１　防災行政無線局運営は、現在の両市町のシステムを活用し、両市町の防災行政無線を操作できる統制卓を設置する。また、
放送の範囲については、原則として鴨川市の例による。
２　消防団の組織は、次のとおり取り扱うものとする。
（１）鴨川市の例により、支団制とし、本町の消防団は第４支団とする。【鴨川市・第１支団…７分団、第２支団…６分団、

第３支団…６分団、本町・支団なし…６分団】
（２）消防団本部に副団長を置く。【鴨川市・団長、支団長、副支団長、本町・団長、副団長、分団長以下両市町同じ】
（３）女性消防隊については、鴨川市の例により、新市に引き継ぐ。【鴨川市・有、本町・無】
３　消防団の報酬については、鴨川市の例により、新市に引き継ぐ。ただし、団長の報酬額は、261,000 円、副団長は、
226,600 円とする。【鴨川市・団長281,000円、本町・団長226,600円、副団長172,000円】
４　消防団の出動手当等は、出動手当とし、本町の例により、合併時までに調整する。
５　防災協定については、現行どおり新市に引き継ぐ。【鴨川市・17件、本町・11件】

合併協定調印式の予定が決まりました。
（第１５回会議、その他の報告にて）

予定期日 ７月２０日（火）
予定会場 鴨川市文化体育館（鴨川市総合運動施設内）
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天津・小湊中学校ふれあい学習
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町内両中学校１、２年生が、内浦山

県民の森で、交流活動を行いました。

地域の自然の中で、小湊中、天津中

学校の友だちと衣食住をともにするこ

とで、お互いの良さを発見し、学年の

連帯感や個々の思いやりの心を育むこ

とを目的に行われました。

南
房
総
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
実
行

委
員
会
（
寺
尾
忠
行
実
行

委
員
長
）
が
主
催
す
る
恒

例
の
大
会
を
、
来
年
に
迫

っ
た
鴨
川
市
と
の
合
併
を

祈
念
し
、
両
市
町
を
舞
台

に
内
浦
山
県
民
の
森
、
小

湊
小
学
校
、
東
条
小
学
校

の
各
体
育
館
を
会
場
と
し

て
、
５
月
８
日
、
９
日

（
予
選
）、
16
日
（
決
勝
）

に
開
か
れ
ま
し
た
。

20
周
年
記
念
大
会
で
も

あ
る
今
大
会
に
は
安
房
・

君
津
・
木
更
津
・
夷
隅
地

区
か
ら
集
っ
た
女

子
39
チ
ー
ム
、
男

12
チ
ー
ム
、
全
51

チ
ー
ム
（
総
勢
７

６
５
名
）
の
選
手

た
ち
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

最
終
日
の
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

は
、
地
元
チ
ー
ム

活
躍
の
期
待
が
高

ま
る
な
か
、
女
子

の
部
で
、
天
津
Ｍ

Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
接
戦
を
見
事
征
し
優
勝
、

15
年
ぶ
り
と
な
る
県
南
一
の
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、
男

子
の
部
で
は
鴨
川
ミ
ニ
バ
ス
が
３
位

入
賞
を
果
た
し
、
男
女
共
に
地
元
の

子
ど
も
達
が
大
活
躍
し
、
記
念
大
会

を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

【女子の部】
◆優勝／天津ＭＢＢＣ（天津小湊）◆準
優勝／なみおかふれんず（木更津）◆３
位／畑沢クラッシュギャルズＭＢＣ（木
更津）／外箕輪ミニバスクラブ（君津）
【男子の部】
◆優勝／清見台ミニバスケットボールク
ラブ（木更津）◆準優勝／八幡台ＭＢＣ
（木更津）◆３位／畑沢ワンダーボーイズ
（木更津）／鴨川ミニバス（鴨川）
【地元選手の活躍・敬称略】
◆最優秀選手賞／天津ＭＢＢＣ・栖原美
咲
◆優秀選手賞／天津ＭＢＢＣ・小倉朋
子／鴨川ミニバス・三浦隆太
※ホームページでも結果を掲載していま
す。
http://akbb.jp/mb-game/ 男子もがんばりました

５月９日（日）、県消防協会安房支部主催の消防団幹部・新入団員

訓練を、鴨川市を会場に本町と鴨川市の消防団員約２００人の参加で

行いました。

この訓練は、消防団活動に必要な規律を身につけ、体力、気力の鍛

錬を図ることを目的に、鴨川消防署職員の指導で行われました。

鴨川市・天津小湊町合併祈念
第20回南房総ミニバスケットボール交歓大会
天津MBBC〔女子〕が優勝！！
15年ぶりの県南一に
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鴨
川
市
観
光
協
会
で
は
、
同
市

が
キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
る
プ
ロ
野
球

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
応
援

す
る
「
鴨
川
市
デ
ー
」
を
５
月
22

日
（
土
）
に
開
き
、
今
回
は
、
来

年
２
月
11
日
に
鴨
川
市
と
の
合
併

を
控
え
た
本
町
も
、
参
加
し
ま
し

た
。今

年
の
鴨
川
市
デ
ー
は
対
近
鉄

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
戦
で
、
町
民
40

人
余
、
鴨
川
市
民
合
わ
せ
て
１
４

０
人
余
が
、
バ
ス
で
本
町
を
出
発
、

東
京
ド
ー
ム
で
観
戦
し
ま
し
た
。

試
合
前
に
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ

れ
、
両
市
町
観
光
協
会
長
が
ヒ
ル

マ
ン
、
梨
田
両
監
督
に
花

束
を
、
さ
ら
に
ヒ
ル
マ
ン

監
督
に
は
鴨
川
市
長
か
ら

そ
の
日
水
揚
げ
さ
れ
た

「
鯛
」、
町
長
か
ら
は
勝
利

を
祈
願
し
た
「
願
満
の
鯛
」

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
先
着
入
場
者
２
千
人

か
ら
抽
選
で
鴨
川
・
天
津

小
湊
の
ホ
テ
ル
宿
泊
券
、

観
光
施
設
の
招
待
券
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
両
市
町
内
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
、
始
球

式
に
よ
り
試
合
が
ス
タ
ー

ト
。
試
合
は
残
念
な
が
ら
、

５
対
１
で
近
鉄
に
敗
れ
ま

し
た
が
、
観
戦
に
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
思
い
思
い
の

応
援
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

■
成
績
（
敬
称
略
・
３
ゲ
ー
ム
合
計
）

□
優
勝
／
滝
口
薫
（
５
９
０
点
）

□
準
優
勝
／
滝
口
昭
（
５
８
８
点
）

□
第
３
位
／
斉
藤
茂
雄
（
５
５
５

点
）
□
第
４
位
／
稲
葉
幸
壽
（
５

３
６
点
）
□
第
５
位
／
鹿
児
島
加

代
子
（
５
２
３
点
）

第
３
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

■
上
位
入
賞
者
（
敬
称
略
）

□
優
勝
／
佐
藤
清
孝
／
□
準
優

勝
／
四
宮
英
爾
□
３
位
／
佐
々
木

卓
夫 第

30
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

体
育
協
会
主
催

各
種
大
会
結
果

両市町の子どもたちによる始球式

試合前のセレモニーに並ぶ両市町長、齋藤県議、両市町議会議長、両市町観光協会長

ヒルマン監督に「願満の鯛」をプレゼント

小湊スターズ・稲葉祐馬君（左）、鴨川
リトルベアーズ・山本浩輔君（右）→

日時／5月26日（水）
午後8時スタート

場所／フローレボウル鴨川
参加者／26人

日時／5月19日（水）
午前8時40分スタート

場所／香木原カントリークラブ
参加者／42人
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わ
ん
ぱ
く
教
室
　
ス
タ
ー
ト
！
　 

元
気
に
弾
け
る
ぞ
!!
 

　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
っ
て
い
な
い
児
童（
４
〜
６

年
生
）を
対
象
に
展
開
さ
れ
る
わ
ん
ぱ
く
教
室
が
、５

月
15
日（
土
）に
開
講
し
ま
し
た
。
家
庭
や
学
校
で
は

経
験
で
き
な
い
様
々
な
自
然
体
験
、交
流
を
通
じ
て
、

豊
か
な
感
情
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、34
名
の

わ
ん
ぱ
く
達
が
参
加
し
ま
す
。 

　
第
１
回
は
自
然
に
詳
し
い
地
元
の
高
橋
力
太
郎
さ
ん（
芝
）の
引
率
指
導

に
よ
り
、「
山
野
草
を
と
り
に

行
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
周
辺
野

山
を
探
索
し
ま
し
た
。身
近
に

生
え
て
い
る
草
花
や
自
然
環

境
に
つ
い
て
の
お
話
を
聴
き

な
が
ら
、ウ
ド
や
ヨ
モ
ギ
、ミ
ツ

バ
な
ど
が
と
れ
ま
し
た
。お
昼

に
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で

と
れ
た
て
の
山
菜
の
天
ぷ
ら

や
味
噌
汁
を
つ
く
り
、持
参
の

お
に
ぎ
り
を
片
手
に
わ
ん
ぱ

く
山
菜
定
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。 

　
自
分
達
で
採
取
、調
理
し
た

山
菜
の
味
は
格
別
で
し
た
。 

　
５
月
27
日（
木
）、町
内
保
育
所
、幼
稚
園
保
護
者
を
対
象
に
親
業
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
瀬
川
文
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
講
演
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
20
名
の
マ
マ
達
は
、親
業
の
３
つ
の
柱
で
あ
る
、子
ど
も
の
心

親
子
ふ
れ
あ
い
学
級 

幼
児
の
マ
マ
の
勉
強
会 

「
子
育
て
が
楽
し
く
な
る
!!
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ
☆
」 
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いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

防
署
員
歓
送
迎
会
出
席

14
日
（
金
）
林
道
南
房
総
線
協
議

会
監
査
実
施

赤
十
字
社
員
増
強
、
社
資
募
集

運
動
説
明
会
出
席

知
事
と
市
町
村
長
の
懇
談
会

（
知
事
公
舎
懇
談
会
）
出
席

知
事
を
囲
ん
で
の
安
房
郡
市
11

市
町
村
長
懇
談
会
で
あ
る
。
会
議

終
了
後
、
簡
単
な
夕
食
会
が
開
か

れ
た
。
千
産
千
消
、
千
葉
ブ
ラ
ン

ド
（
品
目
）
を
提
唱
す
る
知
事
で

あ
る
。
郡
町
村
会
長
は
ソ
ラ
マ
メ

を
持
参
し
、
知
事
に
渡
し
、
料
理

さ
れ
、
出
さ
れ
た
豆
は
少
々
固
か

っ
た
た
め
、「
茹
で
方
が
ヘ
タ
で
す

よ
、
知
事
さ
ん
」
で
あ
っ
た
。
私

は
こ
れ
ま
で
本
町
の
特
産
品
を

時
々
持
参
し
て
い
る
の
で
、
今
回

は
町
内
で
い
た
だ
い
た
「
サ
バ
の

子
」
を
煮
て
持
参
し
た
。
珍
品
の

た
め
参
加
者
の
大
き
な
話
題
と
な

り
、
ハ
チ
の
巣
を
つ
く
よ
う
な
速

さ
で
消
化
さ
れ
、
知
事
の
分
が
少

し
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
知
事
は

「
い
や
片
桐
さ
ん
、
お
い
し
い
。
こ

の
よ
う
な
珍
味
は
知
ら
な
か
っ
た

わ
、
あ
り
が
と
う
。」
日
本
酒
を
た

し
な
み
な
が
ら
の
知
事
は
、
千
葉

５
　
　
月

６
日
（
木
）
７
３
０
定
例
課
長
会

議
開
催

７
日
（
金
）
第
13
回
合
併
協
議
会

事
前
打
合
せ
出
席

保
護
司
会
鴨
川
支
部
来
庁

亀
田
け
ん
ぽ
保
健
福
祉
会
館
落

成
式
出
席

９
日
（
日
）
消
防
団
幹
部
新
入
団

員
訓
練
お
よ
び
懇
親
会
出
席

10
日
（
月
）
定
例
課
長
補
佐
会
議

開
催合

併
に
関
す
る
住
民
説
明
会
出

席
（
鴨
川
市
大
山
公
民
館
）

11
日
（
火
）
道
路
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
理
事
会
出
席

県
町
村
会
政
調
会
経
済
農
林
委

員
会
出
席

12
日
（
水
）
漁
業
者
向
町
営
住
宅

対
策
協
議
会
開
催

第
13
回
鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町

合
併
協
議
会
出
席

自
由
民
主
党
天
津
小
湊
支
部
総

会
出
席

13
日
（
木
）
町
温
泉
組
合
設
置
関

係
者
来
庁

合
併
に
関
す
る
住
民
説
明
会
出

席
（
鴨
川
市
中
央
公
民
館
）

町
消
防
団
幹
部
並
び
に
鴨
川
消

ブ
ラ
ン
ド
の
奥
深
さ
に
感
激
の
連

発
で
あ
っ
た
。

16
日
（
日
）
参
議
院
選
挙
安
房
郡

市
選
挙
対
策
会
議
出
席

合
併
祈
念
・
第
20
回
南
房
総
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
、

表
彰
式
お
よ
び
懇
親
会
出
席

恒
例
の
大
会
も
20
回
を
迎
え
た
。

寺
尾
忠
行
実
行
委
員
長
の
も
と
関

係
指
導
者
、
関
係
者
に
よ
る
ご
努

力
に
ひ
た
す
ら
敬
意
を
申
し
述
べ

た
い
。
ま
ず
第
一
に
、
20
年
間
の

継
続
は
、
一
年
を
通
し
て
の
練
習

の
積
み
重
ね
か
ら
を
思
う
と
並
た

い
て
い
な
こ
と
で
は
な
い
。

次
に
、
西
は
木
更
津
、
東
は
岬

町
以
南
の
各
方
面
か
ら
選
手
約
８

０
０
名
、
付
き
添
い
、
応
援
団
、

関
係
者
を
含
め
約
２
５
０
０
名
近

く
の
皆
さ
ん
が
毎
年
本
町
に
入
り

込
む
。
し
か
も
県
内
で
は
、
新
チ

ー
ム
に
よ
る
年
度
当
初
の
大
会
は

他
に
な
い
為
人
気
が
あ
る
が
、
会

場
の
面
で
参
加
チ
ー
ム
を
制
限
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
又
、

本
町
に
は
20
年
間
継
続
さ
れ
る
こ

れ
程
の
大
会
は
他
に
な
く
、
驚
く

べ
き
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
間
既
に

大
人
と
な
っ
た
選
手
は
開
催
地
で

あ
る
本
町
を
懐
か
し
み
、
家
族
や

グ
ル
ー
プ
で
来
町
さ
れ
る
皆
さ
ん

が
年
々
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
あ
り
が
た
い
。

この草食べられるんだ～
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月
2
日（
木
）
町
内
保
育
所
幼
稚
園
保
護
者
を
対
象
に
親
業
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
瀬
川
文
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
講
演
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
20
名
の
マ
マ
達
は
、親
業
の
３
つ
の
柱
で
あ
る
、子
ど
も
の
心

を
ひ
ら
く
聞
き
方
、親
の
気
持
ち

を
伝
え
る
語
り
方
、対
立
が
起
き

た
と
き
の
解
決
法
に
つ
い
て
熱
心

に
学
ん
で
い
ま
し
た
。
子
育
て
に

追
わ
れ
る
中
、「
心
の
掛
け
橋
」
を

築
く
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

◆
７
月
８
日
（
木
）に
も
、ひ
か
り

保
育
所
を
会
場
に
行
い
ま
す
。 

ふ
る
さ
と
学
級 

　
５
月
25
日（
火
）に
開
講
し
た

ふ
る
さ
と
学
級
は
、「
鴨
川
市
の

郷
土
に
ふ
れ
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

鴨
川
市
郷
土
資
料
館
、鴨
川
市

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会
場
に
館

外
学
習
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
38
名
が
参
加
し
、来
年
２
月

に
鴨
川
市
と
の
合
併
を
前
に
、新

た
に
ふ
る
さ
と
と
な
る
地
の
歴

史
を
学
び
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
今
大
会
は
、
鴨
川
市

と
の
合
併
に
向
け
、
少
し
で
も
そ

の
啓
蒙
と
普
及
に
寄
与
で
き
れ
ば

と
の
主
催
者
側
の
意
向
で
、「
合
併

祈
念
（
記
念
）
大
会
」
と
さ
れ
る

と
と
も
に
、
会
場
も
あ
え
て
、
鴨

川
市
東
条
小
学
校
の
体
育
館
を
加

え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
日

頃
の
練
習
、
大
会
の
運
営
な
ど
す

べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
南
房
ミ

ニ
バ
ス
も
含
め
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
・
環
境
美
化
面
な
ど
、
様
々
な

形
で
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
毎
日
、
ど
こ
か
で
ご
活
躍

い
た
だ
い
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
思

う
と
、
頭
が
下
が
る
毎
日
で
あ
る
。

17
日
（
月
）
定
例
課
長
会
議
開
催

安
房
農
業
改
良
普
及
事
業
協
議

会
役
員
会
出
席

合
併
に
関
す
る
住
民
説
明
会
出

席
（
鴨
川
市
吉
尾
公
民
館
）

18
日
（
火
）
合
併
に
関
す
る
住
民
説

明
会
出
席
（
鴨
川
市
主
基
公
民
館
）

合
併
に
関
す
る
首
長
会
議
出
席

19
日
（
水
）
国
道
４
１
０
号
・
関

連
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総

会
出
席

合
併
に
関
す
る
住
民
説
明
会
出

席
（
鴨
川
市
西
条
公
民
館
・
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

第
30
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
表
彰

式
出
席

20
日
（
木
）
日
本
道
路
協
会
通
常

総
会
出
席

道
路
整
備
全
国
協
議
会
通
常
総

会
出
席

合
併
に
関
す
る
住
民
説
明
会
出

席
（
鴨
川
市
太
海
公
民
館
）

21
日
（
金
）
第
14
回
合
併
協
議
会

事
前
打
合
せ
出
席

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
出
席

水
田
農
業
推
進
協
議
会
出
席

合
併
に
関
す
る
住
民
説
明
会
出

席
（
天
津
小
体
育
館
）

22
日
（
土
）
東
京
ド
ー
ム
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
鴨
川
市
デ
ー
出
席

23
日
（
日
）
有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事

者
許
可
証
交
付
式
開
催

24
日
（
月
）
定
例
係
長
会
議
開
催

町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
お

よ
び
評
議
員
会
出
席

町
商
工
会
第
44
回
通
常
総
代
会

出
席合

併
に
関
す
る
住
民
説
明
会
出

席
（
鴨
川
市
曽
呂
公
民
館
）

25
日
（
火
）
地
方
財
政
危
機
突
破

総
決
起
大
会
出
席

合
併
に
関
す
る
住
民
説
明
会
出

席
（
鴨
川
市
江
見
公
民
館
）

26
日
（
水
）
天
津
小
湊
地
域
土
木

事
業
説
明
会
開
催

第
14
回
鴨
川
市
・
天
津
小
湊
町

合
併
協
議
会
出
席

28
日
（
金
）
保
健
福
祉
推
進
協
議

会
総
会
出
席

郡
町
村
会
出
席

29
日
（
土
）
一
般
国
道
１
２
７
号

富
津
館
山
道
路
開
通
式
出
席

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
懇

談
会
出
席

30
日
（
日
）
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
参
加

町
自
衛
隊
協
力
会
総
会
お
よ
び

懇
親
会
出
席

31
日
（
月
）
林
道
南
房
総
線
開
設

促
進
協
議
会
総
会
出
席

地
元
報
道
機
関
と
の
懇
談
会
出
席
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■
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

□
童
謡
と
唱
歌
の
会

（
神
人
和
楽
会
）

様

１
２
、
８
８
５
円

□
東
町
子
供
会
　
様

３
、
１
２
５
円

□
早
乙
女
智
恵
子
（
１
区
）
様

和
紙
人
形
　
１
３
０
個

寄
付
あ
り
が
と
う

よい子
のみん

な

あつま
れ！！

よい子
のみん

な

あつま
れ！！

えほん
よみきかせ会

���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
���������
えほん
よみきかせ会
えほん
よみきかせ会

えほん
よみきかせ会

７月のえほん７月のえほん
「しょうぼうじどうしゃじぷた」 

「おおきなかぶ」 

「ワニくんのむかしばなし」 

「なかよくしたら」 

「ともだちや」 

「じゅげむ」 

「はらぺこあおむし」など 

７月のえほん７月のえほん７月のえほん

「しょうぼうじ
どうしゃじぷた

」 

「おおきなか
ぶ」 

「ワニくんの
むかしばなし

」 

「なかよくした
ら」「ともだち

や」 

「じゅげむ」「
はらぺこあお

むし」など 

「しょうぼうじ
どうしゃじぷた

」 

「おおきなか
ぶ」 

「ワニくんの
むかしばなし

」 

「なかよくした
ら」「ともだち

や」 

「じゅげむ」「
はらぺこあお

むし」など 

7月3日・17日（第1・3土曜日） 
午後1時～ 

ひにち 

町中央公民館 ところ 

いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

５００人の協力を得て、９４０キロ
グラムのごみを回収しました。
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認定　 証」の更新の時期です。　 
住民税     非課税世帯などの人は、申請により認定されると「標準負担額減額認定証」が交付さ 

じく住　  民税非課税世帯などの人には、申請により認定されると「限度額適用・標準負担額減 
担で済　  むようになります。 

来が 
す 

－ 
〕※４ 

※１　同一世帯に一定の所得以上（課税所得が１２４万円以上）の７０歳以上の人または老人保健対象者が
いる人。ただし７０歳以上の人および老人保健対象者の収入の合計が一定額未満（７０歳以上の人が１人
の世帯の場合：年収４５０万円未満、７０歳以上の人および老人保健対象者が２人以上の世帯の場合：年収６
３７万円未満）である旨申請があった場合を除きます。 
 ※2　同一世帯の世帯主と国保被保険者が住民税非課税の人 
 ※3　住民税非課税の世帯で､世帯員の所得が一定基準に満たない人 
 ※4　[  ]内の金額は､年4回以上高額医療費を受けた場合の4回目以降の患者負担限度額です 
 ※　人工透析を行っている慢性腎不全､血友病などの患者負担限度額は10,000円となります 
 ◆申請は町保健環境課で受付ています。現在認定証を使用中の人で、引
き続き申請をしたい人は７月末日が有効期限となっていますので、そ
れまでに改めて申請の手続きをしてください。 
 ■問合せ／町保健環境課 
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いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

7月

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19

25 26

20 21 22 23 24

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

天津小湊町役場（９４）０５１１
小湊出張所（コミュニティセンター）

（９５）２８０３
健康管理センター（地域福祉センター）

（９４）２７７１
中央公民館　　　　（９４）２２３０
衛生センター　　　（９４）２０５０
奥谷浄水場　　　　（９５）３００３

受付時間：午後０時３０分～０時５０分
乳児健診
７月１３日（火）
１歳６ヶ月健診
７月１４日（水）
２歳児歯科検診
７月１６日（金）
３歳児健診
７月１５日（木）

胸
部
検
診

会　場

北浦商店前（西町）

漁業協同組合浜荻出張所

健康管理センター

坂本鳥居館

漁業協同組合本所

天津ポートパーク

魚政前（新町）

平成１５年１２月１日～１６年
２月２９日に生まれた乳児
平成１４年１０月１日～１２月
３１日に生まれた幼児
平成１４年４月１日～６月３０
日に生まれた幼児
平成１２年１０月１日～ １２月
３１日に生まれた幼児

いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

◎無料相談
■心配ごと相談 ７月　２日（金）
地域福祉センター 午後１時３０分～４時
■法律相談 ７月２０日（火）
地域福祉センター　午後１時～４時
■年金相談 ７月１５日（木）
鴨川市役所　午前１０時～午後３時
受付は午前は１１時、午後は２時まで
■行政相談 ７月１６日（金）
役場住民相談室 午前１０時～午後３時

◎７月の納期
●固定資産税２期　●８月２日（月）

◎休日救急医療機関
７月４日（日）
安房医師会病院
中原病院
東条病院
７月１１日（日）
安房医師会病院
赤門整形外科内科
真木クリニック
７月１８日（日）
安房医師会病院
鋸南病院
７月１９日（月祝）
安房医師会病院
富山町国保病院
７月２５日（日）
安房医師会病院
館山病院

※受診は急病または外傷（ケガ）などの場合に
だけお願いします（電話でご連絡ください）。
◆毎日24時間で受付
亀田総合病院（内・外・小児・産・耳鼻・眼）
�（92）2211（救急当番医ではありません）

館山（25）5111
和田（47）2021
鴨川（92）1207  

館山（25）5111  
館山（22）0008
鴨川（96）0070

館山（25）5111
鋸南（55）2125 

館山（25）5111 
富山（58）0301 

館山（25）5111 
館山（22）1122

乳
幼
児
健
診

健康管理センター

予
防
接
種

受付時間：午後０時３０分～０時５０分
ツベルクリン反応検査
７月　６日（火） 健康管理センター
７月　７日（水） 町コミュニティセンター

判定およびＢＣＧ
７月　８日（木） 町コミュニティセンター
７月　９日（金） 健康管理センター

日本脳炎（追加）
７月　１日（木） 健康管理センター

７月１２日（月）天津地区

会　場

小湊漁民アパート前

小湊漁村センター

黒川肉店横（６区）

小湊小学校

奥谷青年館前

小湊駅下駐車場

清澄重兵商店前

四方木青年館前

時　間

９時３０分～９時４０分

９時５０分～１０時２５分

１０時３５分～１０時５０分

１１時～１１時２０分

１１時３０分～１１時４５分

１２時～１２時３０分

２時～２時２０分

２時３０分～２時４５分

７月２０日（火）小湊地区

平成１５年１２月３１日以前に
生まれた幼児

平成１５年１２月３１日以前に
生まれた幼児

平成１１年４月２日～平成１２年４月１日に生まれた幼児

時　間

９時３０分～１０時

１０時１０分～１０時４０分

１０時５０分～１１時４０分

１１時５０分～１２時

１時１５分～２時５分

２時１５分～２時３０分

２時４０分～３時

午前

午後

午前

午後
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国民健康保険・老人保健からのお知らせ 
「標準負担額減額認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定　 証」の更新

◆入院時食事療養費負担額 ◆入院時一部負担金自己負担限度額（７０歳以上の人） 

入院時の食事代にかかる費用の一部を標準負担額として負担していただくことになっていますが、住民税     非課税世帯などの
れ、自己負担額が少なくて済むようになっています。 
また、国民健康保険で高齢受給者証を持っている人、老人保健の医療受給者証を持っている人で、同じく住　  民税非課税世帯な
額認定証」が交付され、同じように標準負担額が減額となり、入院時の一部負担金が限度額までの負担で済　  むようになります

 一般 １日７８０円 

住民税非課税世帯 
（高齢者の方では区分Ⅱ） 

住民税非課税世帯のうち 
高齢者の区分Ⅰの人 

１日６５０円／１日５００円 
(90日以内の入院)　 (90日を超す入院)

１日３００円 

区分 
①外来の場合（個人ごとに計算） 

②世帯単位で入院と外来が 
　あった場合は合算します 

一定以上所得者※１ 

一般 

住民税非課税Ⅱ※２ 

住民税非課税Ⅰ※３ 

４０，２００円 

１２，０００円 

 
８，０００円 

４０，２００円 

２４，６００円 

１５，０００円 

７２，３００円＋（かかった医療費－ 
３６１，５００円）×１％〔４０，２００円〕※４ 

※１　同一世帯に一定
いる人。ただし７０歳以
の世帯の場合：年収４５
３７万円未満）である旨
 ※2　同一世帯の世帯
 ※3　住民税非課税の
 ※4　[  ]内の金額は
 ※　人工透析を行って

 ◆申請は町保健
き続き申請をし
れまでに改めて
 ■問合せ／町保健環
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第
22
回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

楽
し
い
お
も
ち
ゃ
が
イ
ッ
パ
イ

お
も
ち
ゃ
図
書
館
に
き
て
ね
!!

旧
盆
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し

た
、
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
出
場
資

格
は
１
チ
ー
ム
（
９
人
）
の
メ
ン

バ
ー
の
合
計
年
齢
が
３
０
０
歳
以

上
。
地
域
・
職
場
・
仲
間
同
士
で

チ
ー
ム
を
組
ん
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
に
ち
／
８
月
14
日
（
土
）

■
場
所
／
天
津
小
・
中
学
校
校
庭

■
参
加
費
／
無
料

■
締
切
／
７
月
20
日
（
火
）
午
後

５
時
ま
で
（
た
だ
し
先
着
16
チ
ー

ム
で
締
切
）

※
チ
ー
ム
の
代
表
者
会
議
お
よ
び

組
合
せ
抽
選
会
を
８
月
５
日
（
木
）

午
後
７
時
か
ら
、
役
場
２
階
会
議

室
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
合
せ
／
町
保
健
環

境
課

施
設
等
の
入
園
料
の
減
免

ご
利
用
く
だ
さ
い

在
宅
心
身
障
害
児
（
者
）
に
対

し
、
次
の
施
設
の
入
園
料
が
全
額

免
除
さ
れ
ま
す
。

◆
入
園
料
が
全
額
免
除
さ
れ
る
施

設※
料
金
の
減
免
は
入
園
料
の
み

（
駐
車
料
金
は
含
ま
な
い
）

■
利
用
対
象
者
／
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
の
所
持
者
お
よ
び
そ

の
付
添
人
１
名

■
利
用
手
続
き
／
利
用
当
日
、
窓

口
で
手
帳
を
提
示
し
、
窓
口
で
用

意
し
て
あ
る
「
入
園
料
の
減
免
申

請
書
」
に
氏
名
な
ど
を
記
入

■
各
種
利
用
施
設
の
問
合
せ
／

（
財
）
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財
団
　

�
０
４
３
（
２
２
１
）
７
０
０
７

７
月
17
日
（
土
）
〜
８
月
31
日
（
火
）

酒
々
井
ち
び
っ
こ
天
国

富
津
公
園
ジ
ャ
ン
ボ
プ
ー
ル

屋
内
温
泉
プ
ー
ル
利
用
は
事
前

に
確
認
を
（
利
用
で
き
な
い
日

が
あ
り
ま
す
。）

「
天
津
小
湊
町
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
等
」

助
成
制
度
に
つ
い
て

こ
の
制
度
は
、
母
子
家
庭
の
母

お
よ
び
そ
の
児
童
、
父
子
家
庭
の

父
お
よ
び
そ
の
児
童
な
ど
に
対

し
、
医
療
費
・
調
剤
費
お
よ
び
証

明
手
数
料
の
一
部
に
つ
い
て
助
成

金
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
母
等
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
も
の
で
す
。

受
給
の
要
件
と
し
て
、
資
格
申

請
・
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
特
に
資
格
申
請
は
１
年
毎
の

更
新
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
現
在

受
給
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
も
平

成
16
年
７
月
31
日
で
有
効
期
限
切

れ
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
現
在
資
格
申
請
を
し
て

い
な
い
人
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
人
は
、
町
住
民
福
祉
課
ま
た
は
、

地
区
の
母
子
福
祉
推
進
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
町
住
民
福
祉
課

※
こ
こ
で
い
う
児
童
と
は
…

18
才
に
達
す
る
日
以
後
の
３
月
31

日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
、
ま
た
は
、

20
才
未
満
の
者
で
規
則
で
定
め
る

程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
を

い
い
ま
す
。

※
制
度
の
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

旧
「
天
津
小
湊
町
母
子
家
庭
・
父

子
家
庭
等
医
療
費
等
助
成
制
度
」

来
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

千
葉
県
こ
ど
も
の
国

富
津
公
園
屋
内
温
泉
プ
ー
ル

■
日
に
ち
／
７
月
10
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
　

■
場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
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　　　　　は 
参議院議員通常選挙の投票日です。 
「投票箱、みんなのねがいが　つまってる」 
◎あなたの一票を無駄にしないよう、投票しましょう。 

■期日前投票／６月25日（金）～７月10日（土）の土日を含む毎日 
■時間／午前８時３０分～午後８時（役場２階会議室） 
■問合せ／町総務課　選挙管理委員会　 

投票日当日に仕事がある人、買物やレジャーで投票に行けない人は期日前投票ができます。
手続きも簡単（印鑑不要）ですので、投票日に予定のある方は期日前投票をしましょう。 

７月１１日（日） ７月１１日（日） ７月１１日（日） 投票時間：午前７時～午後８時 

いろん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
 募 集とおしらせ 

合 併 だより 

お 知らせ 
 

い ろ ん なできごと 

町 長日誌 片 桐 有 而 

公 民 館だより 
町 から皆さん へ おしらせ 
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献血にご協力ください！！
■日時／７月１６日（金）午前１０時３０分～１２時３０分

午後１時４５分～３時３０分
■場所／町健康管理センター
※年に１回の成分献血（所要時間は１時間程度）があります。
ご協力いただける人は事前に町住民福祉課へ申込をお願い
します。
■問合せ／町住民福祉課

特選演芸会を行います。
■日時／７月６日(火） 午前９時３０分から１２時頃まで

■場所／天津小学校体育館（入場無料）

※会場までバスの送迎があります。

多くの皆さんの参加をおまちして

います！

■問合せ／町住民福祉課

農業用水路や、
ため池で遊ぶのは
やめましょう！！
幼児、児童が農業用水路やため池で遊ぶのは非常

に危険です。

保護者の皆さんも、お子さまが農業用水路やため

池で遊ばないよう十分注意してください。

夏期のごみ収集は午前７時３０分から
夏期は、観光客や帰省客の増加にともない、ごみの量もたいへん多くなります。

そこで７月２０日（火）～８月２０日（金）まで従来の収集開始時刻を
１時間早め、午前７時３０分から収集を始めます。
ごみは決められた日の朝、最寄りの収集場所に出しましょう。

また生ごみなどは水をよく切り、ビン・カンなどの不燃物との区別をお願いします。

海びらきは７月１７日（土）
今年の海水浴場（二タ間・城崎・内浦）の開設期
間は、７月１７日（土）から８月２２日（日）ま
でです。
■問合せ／町企画観光課
※水難事故発生の場合は、
鴨川警察署に連絡願います。
�（９２）０１１０
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■日にち／８月１０日（火） 
■場　所／小湊駅前駐車場■場　所／小湊駅前駐車場 
■内　容／芸能■内　容／芸能ショー、伊勢伊勢エビのつかみどり 
　　　　　宝　　　　　宝さがし、大道芸　な大道芸　などなど…　…　 お楽しみに！お楽しみに！！

■日にち／８月１０日（火） 
■場　所／小湊駅前駐車場 
■内　容／芸能ショー、伊勢エビのつかみどり 
　　　　　宝さがし、大道芸　などなど…　 お楽しみに！！

■日時／８月３日（火）
■場所・時間／町コミュニティーセンター　午前１０時～１１時

町ふるさとシアター（公民館前） 午後２時～３時
■問合せ／町保健環境課

年 金 よ り だ 

障害基礎年金（20歳前の障害
など）を受けている皆さんへ
毎年７月は、障害基礎年金を受けている人のう

ち、次の人たちが現況届を提出する時期です。

◆20歳前に初診のある傷病による障害基礎年金

を受けている人

◆障害福祉年金から移行した障害基礎年金を受け

ている人

この届けは、あなたやご家族の状態に変化がない

か確かめて、引き続き年金を支給すべきかどうか

を決定する、年に一度の大切なものです。現況届

の用紙は６月下旬にお送りしますので、正しくご

記入のうえ、７月30日（金）までに、町の国民

年金係へ提出してください。

ただし、年金を受けられるようになって１年未満

の人や、他の公的年金を受けていることにより引

き続き障害基礎年金の支払いが全額停止となる人

は、提出する必要はありません。

なおこのほかの年金（老齢福祉年金を除く）は、

「誕生月の末日」が現況届を提出する期限になっ

ています。

老齢福祉年金の受給者が
亡くなった場合、まだ受
け取っていない年金はど
うなるの？

老齢福祉年金を受給していた母が、10月に死亡しま

した。母の年金証書にはまだ受けていない年金があり

ます。私がこの年金証書を郵便局へ持参し受け取っていいので

しょうか。

老齢福祉年金を受給している人が死亡したときは、

たとえ遺族であっても、そのまま受け取ることはでき

ません（他の年金も原則として同じです。）。まだ受け取ってい

ない年金（受給者が死亡した月分まで）は、遺族が町の住民福

祉課へ死亡届（未支給年金請求書）を出し、未支給年金の決定

を受けて初めて受け取ることができます。

未支給年金を請求できる遺族は、死亡した人の配偶者・子・

父母・孫・祖父母または兄弟関係であって、死亡の当時、受給

者と生計を同じくしていた人です。

また、老齢福祉年金の場合、未支給年金の請求が死亡日から

６ケ月を経過してしまいますと、生計を同じくしていた遺族で

も受けられません。

年金を受けている人が死亡したときは、すみやかに死亡届

（未支給年金請求書）を、町住民福祉課へ提出することが大切

です。

■問合せ／町住民福祉課国民年金係

第１５回　鯛のまち　天津小湊町民号
「天竜舟下りと昼神温泉の旅」
出 発 日 １０月５日（火）～６日（水）・１泊２日
募集人員 １８０名（最小催行人員１４０名）
旅行代金 ３７，０００円
宿 泊 先 昼神温泉　昼神グランドホテル天心
列　　車 お座敷列車　ニューなのはな号

■問合せ／町企画観光課

７月１日（木）～受付開始！
ご参加お待ちしてます！！

２月に行った「おたっしゃ調査」の結果説明会を
下記の日程で行いますので、ぜひご参加ください。
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安房郡市広域市町村圏事務組合から
職員募集のおしらせ
安房郡市広域市町村圏事務組合では、来年４月採用予定の
職員を募集します。
●募集職種／消防職・６名
●受験資格
○昭和５４年４月２日～昭和６２年４月１日までに生まれ
た者○学歴は問わない○視力／矯正視力１．０以上○聴力、
言語および運動機能／消防職務遂行上支障がないこと
●受付期間／８月２日（月）～８月１３日（金）※案内書
は、安房郡市消防本部または市町村で交付。
●試験日・内容
○１次試験／９月１９日（日）・択一式一般教養と作文
（高校卒程度）
○２次試験／１１月上旬予定・面接（口述）、体力検査
●採用後の待遇
○給料／安房郡市広域市町村圏事務組合の規定により支給
○勤務時間／隔日の一昼夜交替勤務で週４０時間の勤務割
合（一部の部所を除く）○休暇／年次休暇や特別休暇など
●問合せ
○安房郡市消防本部　総務課
�０４７０（２２）２９０２
○安房郡市広域市町村圏事務組合
�０４７０（２２）５６３３

海上保安庁から
「海洋環境保全推進運動」
「海の安全運動」用ポスター
図案募集のおしらせ
●テーマ
○「海洋環境保全推進運動」用ポスター図案／「未来に残
そう青い海」をメインテーマに、海に関するもので、海洋
環境の保全を促すもの。
○「海の安全運動」用ポスター図案／海に関するもので、
海の安全航海、海難防止を促すもの。

●応募規定
○応募作品は、本人の作品で未発表のもの○図案のサイズ
は、画用紙四つ切～八つ切とし、用紙を縦に使用、裏面に
氏名・年齢・性別・住所・学校名・学年を必ず明記※作品
（表面）に標語や字は入れないこと○対象者は、関東・静
岡地区在住の小学生および中学生に限る
●締切／９月１０日（金）まで（当日必着）
●問合せ／
〒２９９－５２３３
勝浦市浜勝浦４９９番地　勝浦海上保安署
�０４７０（７３）３９９９・４９９９

「かむ子・のびる子・げんきな子」
料理コンクール
健康かみかみメニュー大募集！
●応募作品／県内の農水産物を利用して、よくかんで味わ
える子ども向きの料理で、４人分の材料費が１，０００～
２，０００円で１時間以内に作ることが出来るもの
●応募資格／県内に在住・在勤・在学している人
●応募方法／応募票（町保健環境課にあります）に、１人
１食分の献立を記入し、写真またはイラストを添え、返信
用封筒（８０円切手を貼り、宛先を記入）を同封し、下記
まで郵送してください。
〒263-0035千葉市稲毛区稲毛町５‐６１６‐１
フセハイツ１‐１０１

（社）千葉県歯科衛生士会
�０４３（２４１）９９０３
●締切／９月１７日（金）
●表彰式／書類審査を通過した作品は、１０月２４日（日）
県立衛生短期大学にて実際に調理していただき、各賞を決
定します。

アイドリング・ストップをしましょう！
千葉県からのおしらせ
県環境保全条例により、自動車を駐停車したときには、

速やかにエンジンを停止することが義務付けられていま

す。

また、２０台以上駐車できる駐車場の設置者などは看板

の掲示等により、アイドリング・ストップの周知をしな

ければなりません。

不要なアイドリングは、燃料を余分に消費し、地球温暖

化や大気汚染の原因になるとともに、近隣への騒音の影

響も与えます。

●問合せ／県大気保全課　�０４３（２２３）３８１０
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無料 多重債務１１０番
０４３（２４３）４１４４
千葉司法書士会が、金融、カード、住宅ローンなどによる多
重債務者のための無料電話相談を開催します。面談も可。
●日時／７月１０日（土）、１１日（日）

午前１０時～午後３時
●相談方法／電話相談。面談希望なら予約を。相談は無料。
●相談電話／０４３（２４３）４１４４
●面談予約先／０４３（２４６）２６６６
●面談会場／千葉司法書士会館４階　千葉市美浜区幸町
２－２－１（ＪＲ西千葉駅から徒歩１０分）

県立千葉盲学校から
「視覚障害教育相談・体験会」のお知らせ

第10回安房地域母親大会
開催スローガン「生命を生み出す母親は、
生命を育て、生命を守ることを望みます」

●内容／母親大会は母性を持つ女性の様々な願いを集め、
その実現を目指すふれあいの広場です。「生命を生み出す
母親は、生命を育て、生命を守ることを望みます」を開
催スローガンとして、今回は10回目を記念して平和コン
サートを開きます。純益金やカンパはユニセフをとおし
てイラクの子どもたちに贈り、復興支援の一助とします。
●日時／７月４日（日）午後２時～４時３０分
●場所／南総文化ホール　小ホール
●参加対象／母親大会に賛同する男女問わず全ての人

加藤登紀子コンサートツアー
ＬｏｖｅＳｏｎｇｓ

●開催日時／１０月３１日（日）午後６時開演
●会場／県南総文化ホール（大ホール）
●主催／（財）千葉県文化振興財団（県南総文化ホール）
●後援／県・安房郡市１１市町村教育委員会／鴨川市ふ
るさと回帰支援センター連絡協議会
●入場料金／全席指定
○Ｓ席／５，０００円　○Ａ席／４，０００円
●問合せ／県南総文化ホール
�０４７０（２２）１８１１
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県立千葉盲学校では、館山聾学校を会場に、視覚に障害の
ある乳幼児や児童・生徒のための相談、体験会を行います。
見えない、見えにくいなどで日常生活や学習上で悩みをお
持ちの方とその支援に携わっている保護者や教師、さらに
福祉関係の指導員の皆さんの参加をお待ちしております。
●日時／７月２３日（金）午前１０時～午後３時
●場所／県立館山聾学校
●申込・問合せ／県立千葉盲学校
�０４３（４２２）０２３１
�０４３（４２４）４５９２
http://www.chiba-c.ed.jp/chiba-sb/
※問合せや申込みは必ず千葉盲学校にお願いします。

（
ブ
ラ
ン
コ
）
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食中毒に注意しよう！

★食中毒予防のポイント

食中毒の発生状況を見ると、飲食店に次いで多いの
がじつは家庭。食中毒の多い夏、あなたの食事作り
は衛生的？　

保 健 師 

ワ ン ポ イ ン ト 

ア ド バ イ ス 

栄 養 士 
の 

と 

Vol 25
影山美影山美弓 影山美弓 

野宮和歌子野宮和歌子 野宮和歌子 

「よいしょ～、よいしょ！」
初夏のある日、天津漁港では、
大きなかけ声をあげて、まぐろ
を陸へあげる�まぐろリレー�が
行われていました。
この日とれたメジマグロは２３
ｔ、大きいもので１４～５�あ
るものも。年に１度あるかない
かの大漁で、漁港内はお祭りの
ような活気にあふれていました。

１、清潔
◆手洗いは十分に。
◆まな板、ふきんをよく洗う（漂
白剤につけたり、熱湯消毒をす
るとよい）。
◆肉や魚を切った後の包丁やまな
板で、他のものを調理しない。
２、迅速
◆購入後は手際よく調理し、早めに食べる。
３、加熱と冷却（温度管理）
◆加熱調理は十分に（目安は中心部の温度が75℃で１分以上）。
◆冷蔵庫は5℃以下、冷凍庫は－15℃以下に管理して、詰め
すぎない（目安は７割）。

☆何よりも、まず「手洗い」。
石けんをよく泡立て、しっかりすす
ぐと9割がたの細菌は落ちます。
手のひらだけでなく、爪、指の間、
手の甲、手首までよく洗いま

しょう。

ＴＢＳ「さんまのスーパーからくりＴ
Ｖ」内のワンコーナー『ご長寿クイズ』
の撮影が本町で行われました。
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